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地盤ばねの剛性及び減衰係数について 

本資料は、原子炉建物及び原子炉附属建物の地盤ばねの剛性及び減衰係数について、地盤物性値 Vs

平均値と Vs＋1σの比較を示す。第１表～第３表に Ss-2、Ss-6、Ss-D の各地震動に対する(A)地盤

物性値の Vs 平均値、(B)地盤物性値の Vs＋1σ、両者の比較(B) / (A)を示す。 

地盤ばねの評価法は、JEAG4601-1987 及び 1991 追補版に準拠し、基礎底面の地盤ばねは田治見の

振動アドミッタンス理論により算定し、側面の地盤ばねは Novak の式により算出している。 

地盤ばねの剛性、減衰係数はいずれも Vs＋1σの方が大きい値となっている。これは、一般的に地

盤ばねの剛性は、地盤のせん断弾性係数に比例、せん断弾性係数はVs の 2 乗に比例するためであり、

地盤の逸散減衰を表す減衰係数は、Vs に比例するためである。 
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第 1 表 Ss-2 地盤ばねの剛性及減衰係数（地盤物性値 Vs 平均値と＋1σの比較） 
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第 2 表 Ss-6 地盤ばねの剛性及減衰係数（地盤物性値 Vs 平均値と＋1σの比較） 
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第 3 表 Ss-D 地盤ばねの剛性及減衰係数（地盤物性値 Vs 平均値と＋1σの比較） 


